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第３０回活動報告

　

今
年
度
２
回
目
（
通
算
30
回
目
）
と
な
る

復
興
支
援
活
動
を
８
月
２
日
、
初
参
加
者
２

人
を
含
む
総
勢
９
人
が
参
加
し
て
、
宮
城
県

東
松
島
市
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
同
市
・
東
名
地
区
の
夏
祭
り
行
事

に
協
力
。
鶴
岡
の
夏
の
味
覚
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
こ
う
と
「
だ
だ
ち
ゃ
豆
」「
カ
ッ
ト
メ
ロ
ン
」

「
だ
だ
ち
ゃ
豆
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
」
を
販
売
し

ま
し
た
。（
売
上
は
全
額
支
援
金
と
し
て
自
治

会
に
お
渡
し
し
ま
し
た
）

　

こ
の
他
、
今
回
初
め
て
参
加
し
た
難
波
隆
博

さ
ん
（
福
祉
課
）
は
、
こ
の
日
の
た
め
に
飼
育

し
て
き
た
と
い
う
「
ホ
ワ
イ
ト
ア
イ
・
カ
ブ
ト

ム
シ
」
と
呼
ば
れ
る
希
少
種
カ
ブ
ト
ム
シ
を
来

場
し
た
子
ど
も
達
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
初
め
て
目

に
す
る
ビ
ッ
グ
な
贈
り
物
に
、
子
ど
も
達
は
目

を
輝
か
せ
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
「
だ
だ
ぱ
ら
」
で
よ
く
商
品
を
買
っ
て
い
る

と
教
え
て
く
れ
た
来
場
者
も
い
る
な
ど
、Ｊ
Ａ

鶴
岡
の
認
知
度
は
現
地
で
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

帰
り
際
に
は
、
集
ま
っ
た
多
く
の
住
民
か
ら
Ｊ

Ａ
の
取
り
組
み
に
対
す
る
大
き
な
拍
手
と
感
謝

の
お
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

夏
祭
り
に
３
年
続
け
て
協
力

「
鶴
岡
の
夏
の
味
覚
」
で
一
役

【
参
加
者
】
鈴
木
大
亮
、
佐
藤
浩
市
、
阿
部
亮
矢
（
総
合

企
画
課
）、
佐
藤
丈
博
（
総
務
課
）、
安
在
祥
子
（
生
産
資

材
課
）、
眞
田
綾
音
（
生
活
課
）、
難
波
隆
博
（
福
祉
課
）、

加
藤
以
久
子
（
北
支
所
）
木
村
優
友
（
Ｊ
Ａ
Ｇ
西
郷
店
）

１．だだちゃ豆やカットメロンなど鶴岡の夏の味覚を提
供。猛暑だったためアイスクリームが真っ先に売り切れ
る人気。　２．子供達も多く来場しました。カブトムシ
のプレゼントに大喜び。　３．プロジェクト参加者が現
地の子供達のためにとこの日に向けて飼育してきたカブ
トムシ。目が白いホワイトアイ・カブトムシという希少
種。　４．女性参加者がメロンのカットを担当しました。
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